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概要 

SQL Azure Database は、マ゗クロソフトから提供されるクラウド データベース サービスです。SQL 

Azure によって、Web 対応のデータベース機能がユーテゖリテゖ サービスとして提供されます。SQL 

Azure などのクラウドベースのデータベース ソリューションを利用すると、多くのメリットがもたらさ

れます。たとえば、迅速なプロビジョニング、費用対効果の高いスケーラビリテゖ、高可用性、および

管理負担の軽減などです。ここでは、SQL Azure Database のゕーキテクチャの概要を説明します。ま

た、SQL Azure を使用して既存のオンプレミス データ ゗ンフラストラクチャを拡張したり、完全なデ

ータ ソリューションとして利用する方法についても説明します。 
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はじめに 

゗ンターネットベースのゕプリケーションを提供する企業は、現在多くの課題に直面しています。ユー

ザーは、絶えず増加するデータに、場所、時間、デバ゗スを問わずゕクセスしたいと考えています。デ

ータのサ゗ズ、利用規模、形式の多様性は、急速に拡大しています。開発者は、このような増大する需

要に対応するため、ゕプリケーションを速やかに構築および展開する必要があります。従来のオンプレ

ミス データ管理モデルでこのような需要を満たすには、サーバー、オペレーテゖング システム、ストレ

ージ、ネットワークに継続的に投資し、管理する必要があります。IT スタッフおよび運用スタッフは、

データ ボリュームとユーザー負荷の増加に合わせて、容量、パフォーマンス、可用性が確保されるよう

に、継続的に゗ンフラストラクチャを監視する必要があります。 

Microsoft® SQL Azure Database のようなクラウド データベース サービスには、このような課題に対

応するための高度な方法が用意されています。SQL Azure は、管理性、スケーラビリテゖ、開発スピー

ドの 3 つを軸に構築されています。 

開発者にとっては、SQL Azure は情報と機能が豊富なリレーショナル プログラミング モデルであり、

使い慣れたデータ ゕクセス プロトコルとシンプルな展開オプションを利用できます。SQL Azure では、

エンタープラ゗ズ間でデータを統合するゕプリケーションの作成、プロトタ゗プ化、および展開のプロ

セスが簡素化されます。SQL Azure は゗ンフラストラクチャの障害を取り除き、開発者がより自由に、

データ共有の新しい方法を生み出したり、試してみることができます。 

IT 管理の観点では、SQL Azure は体系的で安全なクラウド展開ソリューションであり、オンプレミス

の資産が統合され、IT 組織による分散データ資産の監視と制御を行うことができます。SQL Azure は、

既にオンプレミス展開で使用実績のある Microsoft SQL Server® と同じテクノロジで構築され、高可

用性、信頼性、セキュリテゖが提供されます。 

ビジネスの観点からは、SQL Azure はコスト効果の高いデータの管理方法であり、使用量に基づく柔軟

な価格プランにより、投資および運用の支出がゼロに近くなります。また、必要に応じて、簡単かつ迅

速に規模を拡大/縮小することもできます。 

大規模なデータ セットまたは共有データ セット上でのゕプリケーション構築、オンデマンドのスケーラ

ブルなデータ ストレージの提供、または低コストで迅速なプロビジョニングによるクラウドベースのス

トレージを使用したオンプレミスのデータ ゗ンフラストラクチャの拡張を計画している場合、SQL 

Azure は堅牢でコスト効果の高いソリューションとなります。 

 

主な機能 

SQL Azure は、マ゗クロソフトのデータ プラットフォームの主要コンポーネントで、柔軟性とスケーラ

ビリテゖ、信頼性とセキュリテゖ、および開発スピードを提供します。その機能の一部を紹介します。 
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管理性 

SQL Azure Database には、エンタープラ゗ズ データ センターの高可用性と機能が提供され、オンプ

レミス ソリューションに伴う管理オーバーヘッドがありません。この自己管理機能によって、IT 集中管

理部門にサポートの負担をかけたり、技術に詳しい従業員に本来の業務を中断して部門のデータベース 

ゕプリケーションを保守してもらったりすることなく、組織全体で使用するゕプリケーション用のデー

タ サービスのプロビジョニングを行うことができます。 

煩雑さのないプロビジョニング 

従来のオンプレミス データ ゗ンフラストラクチャを使用している場合、サーバー、ネットワーク コン

ポーネント、およびソフトウェゕを展開してセキュリテゖを確保すると、時間がかかり、新しいデータ

駆動型ソリューションのプロトタ゗プ化や投入が遅くなる場合があります。SQL Azure のようなクラウ

ドベースのソリューションを使用すると、必要なデータ ストレージのプロビジョニングを数分で行うこ

とができ、ニーズの変化に速やかに対応できます。これにより、必要なものだけプロビジョニングを行

うことができ、将来必要になったときはクラウドベースのデータ ストレージを容易に拡張できるため、

データ サービスの初期コストが削減されます。 

高可用性 

SQL Azure は、堅牢で実績のある Windows Server® と SQL Server のテクノロジに基づいて構築さ

れ、さまざまな使用法や負荷に対処できる柔軟性を備えています。このサービスでは、複数の冗長なデ

ータのコピーを複数の物理サーバーにレプリケートして、データの可用性とビジネスの継続性を確保し

ています。障害が生じた場合は、SQL Azure が備えている自動フェールオーバーによって、ゕプリケー

ションの最大限の可用性が確保されます。 

発行されるサービス レベル契約書 (SLA) により、ビジネス対応のサービスが保証されます。SQL 

Azure に移行すると、データのバックゕップ、保管、保護を自分で行う必要がなくなります。 

スケーラビリティ 

クラウド コンピューテゖング モデルの大きなメリットは、ソリューションを簡単に拡張できることです。

SQL Azure を使用すると、ゕプリケーションが小さな部門用であるか将来のグローバルな Web サクセ

ス ストーリーにつながるものであるかに関係なく、スケーラビリテゖの要件に合ったソリューションを

作成できます。 

グローバルなスケーラビリティ 

従量課金モデルにより、必要に応じて速やかに新しいデータベースのプロビジョニングを行うことがで

き、サービス縮小時には不要になった処理能力に伴う財務コストの負担がなくなります。データベース

のスケール ゕウト戦略を行う場合、ゕプリケーションで数百台のサーバーの処理能力を活用し、テラバ

゗ト単位のデータを格納することができます。 

SQL Azure は、全世界のデータ センター内で実行されるため、新しい市場へ即座に進出することができ

ます。特定の地域をターゲットにする場合、最も近い場所にあるデータ センターでデータベースを展開

できます。このグローバルなスケーラビリテゖを足がかりに、全世界に広がる次世代の゗ンターネット 
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スケール ゕプリケーションを構築できますが、゗ンフラストラクチャのコストや管理のオーバーヘッド

は発生しません。 

マルチテナントのサポート 

ソフトウェゕ プラス サービス (S+S) 製品を提供している独立系ソフトウェゕ ベンダー (ISV) は、各

顧客のデータを適切に分離することが必要になります。ISV は、各顧客が使用したデータ ストレージ サ

ービスに適正に課金できる必要があります。SQL Azure では、ISV に必要な、顧客のデータを分離し、

マルチテナントの課金を実装するための柔軟性が備わっています。これにより、グローバルな S+S ソリ

ューションを迅速かつ容易に構築できます。 

開発の強化 

大規模なクラウドベースのゕプリケーションの作成で生じる可能性がある障害の 1 つは、開発者が新し

いツール、プログラミング プラットフォーム、データ モデルを学習する必要があるということです。し

かし、SQL Azure は TSQL 言語上で構築され、若干の変更点以外は SQL Server と互換性があるため、

開発者はこれまでの知識とスキルを活用することができます。これにより、クラウドベースのゕプリケ

ーション作成に通常伴うコストと時間が削減されます。 

使い慣れたクライアント開発モデル 

開発者が、SQL Server をデータ ストゕとして使用するオンプレミス ゕプリケーションを作成する場合、

TDS (表形式データ ストリーム) プロトコルを使用するクラ゗ゕント ラ゗ブラリを使って、クラ゗ゕン

トとサーバー間の通信を行います。SQL Server を使い慣れていて、Microsoft ADO.NET、Open 

Database Connectivity (ODBC)、JDBC、SQL Server Driver for PHP など、SQL Server で使用可能

な数多くのクラ゗ゕント ゕクセス ラ゗ブラリのいずれかの使用経験があるという開発者には、グローバ

ルで巨大なコミュニテゖがあります。SQL Azure には、SQL Server と同じ TDS ゗ンターフェ゗スが

用意され、同じツールやラ゗ブラリを使ってクラウドのデータを使用するクラ゗ゕント ゕプリケーショ

ンを構築できます。 

実績のあるリレーショナル データ モデル 

SQL Azure のデータは、SQL Server を使用する開発者や管理者が慣れ親しんだ方法で格納されます。

複数の物理マシンにまたがるデータベース グループの SQL Azure Server を作成できます。SQL Azure 

Server は、SQL Server ゗ンスタンスとある程度似通った考え方で、SQL Server のように認証境界と

して機能します。また、このレベルで地理情報を設定することもできます。Windows® Azure と SQL 

Azure のデータ センターは全世界に存在します。ゕプリケーションが特定の地域に関連するものであっ

ても、地理情報をその地域に設定することでパフォーマンスを増強できます。 

各サーバー内では、テーブル、ビュー、ストゕド プロシージャ、゗ンデックス、その他のよく使用され

るデータベース オブジェクトを持つ複数のデータベースを作成できます。このデータ モデルにより、デ

ータベース開発者は既存のリレーショナル データベース設計と Transact-SQL のプログラミング スキ

ルを活用することができ、既存のオンプレミスのデータベース ゕプリケーションをクラウドへ容易に移

行できます。 
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SQL Azure サーバーとデータベースは論理的な概念で、物理サーバーやデータベースと対応しているわ

けではありません。この抽象化により、これまでに説明した柔軟なプロビジョニングが実現されていま

す。SDS によって物理的な実装と管理から切り離されているため、管理者と開発者はデータ モデルの設

計に集中できます。 

オフライン シナリオでの同期とサポート 

SQL Azure はマ゗クロソフトの充実したデータ プラットフォームの一部であり、

Microsoft Sync Framework が統合され、一時接続時の同期シナリオがサポートされています。たとえ

ば、SQL Azure と Sync Framework を使用することで、オンプレミスのゕプリケーションとクラ゗ゕ

ント デバ゗スを、クラウドの共通データ ハブを介して互いに同期することができます。 

一般的なシナリオ 

ビジネス ゕプリケーションに関するいくつかの一般的なシナリオに基づいて、SQL Azure の主要機能が

組織にもたらすメリットについて説明します。 

Web アプリケーション 

多くの Web サ゗トでは、ユーザー入力、電子商取引のトランザクション、およびコンテンツを格納し

たり、その他の目的のためにデータベースが必要です。従来、このようなデータ駆動型の Web サ゗ト

は、Web サーバーと同じデータ センター内にあるデータベース サーバーを使用して実装されていまし

た。 

SQL Azure を使用すると、Web 開発者は、可用性と耐障害性の高いクラウドにデータを配置できるよ

うになります。部門ゕプリケーションの場合と同様に、Web ゕプリケーションは社内のサーバーでホス

トすることも、サード パーテゖの Web ホスト業者を利用することも可能で、゗ンターネットを経由し

て SQL Azure のデータにゕクセスできます。ただし、パフォーマンスの問題と遅延によってゕプリケー

ションが複雑になる問題を避けるため、Web サ゗ト自体を Windows Azure にホストすることを検討し

てください。SQL Azure Database と同じ場所に Web サ゗トを配置することによる利点が得られます。 

部門/ワークグループ アプリケーション 

大規模な組織では、経験の豊富なデータベース管理者が、基幹業務に使用する全社規模のデータベース

を実行することで、データベース管理者の経験が活用されます。このようなデータベースは、無停電電

源装置、RAID ストレージ、クラスター化されたサーバーなどによるフォールト トレランスが構成され

ている場合があります。 

その一方、一般的な大規模組織には、IT を理解する従業員やグループが企業内の各部門で作成した数多

くの小さなデータベース ゕプリケーションがあります。このようなゕプリケーションは 

Microsoft Office Access®、Microsoft SQL Server® Express、またはサードパーテゖ製ソフトウェゕ

を使用して構築されている場合があります。データベースは、単一の安価なサーバー、またはデスクト

ップ コンピューターにホストされ、データ管理が主要業務ではないスタッフが管理するのが一般的です。

データベースに障害が発生したときの影響は通常、そのデータベースを使用する部門に限定されますが、
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このような業務の中断は、大きなグループの生産性を阻害する要因になることがあります。また、組織

全体でこのようなデータベースをすべて追跡し続けることも困難です。 

SQL Azure は、このようなさまざまなデータベース ゕプリケーションを再編成するよい機会となります。

小規模の部門ゕプリケーションに対して SQL Azure Databases のプロビジョニングを行うと、SQL 

Azure の備える自己管理機能とフォールト トレランス機能のメリットが得られ、IT スタッフの負担を

増すことがありません。このような集中管理のゕプローチでは、組織内のデータベースを監査すること

も容易になります。また、SQL Azure は従量課金制を採用しているため、小規模なデータベース ゕプリ

ケーションは非常に安価に実行できます。 

オンプレミスのクラ゗ゕント サーバー ゕプリケーションを SQL Azure に移行する場合、クラ゗ゕント 

ゕプリケーションをオンプレミスに残してデータ層のみ移行することもできます。この場合、゗ンター

ネット経由で共通データ ゕクセス ラ゗ブラリを使用することでデータ層にゕクセスできます。ただし、

このゕプリケーション設計を使用する場合、゗ンターネットでの接続に伴う遅延の問題を考慮する必要

があります。この問題により、クラ゗ゕント ゕプリケーションのコードがより複雑になる場合がありま

す。より望ましいソリューションは、データ ゕクセスのロジック部分を Windows Azure に移行して、

同じデータ センターにデータ ゕクセス コードとデータの両方をホストする方法です。ブラウザーの接

続先となる Windows Azure 内に、Web ベースのユーザー ゗ンターフェ゗ス (UI) を作成することがで

きます。また、ADO.NET Data Services を使用し、シンプルなデスクトップ UI に SOAP、REST、

JSON ゗ンターフェ゗スを公開するコードを記述して、サービスを作成することもできます。 

データ ハブ 

データ ハブ シナリオは、さまざまなモバ゗ル ユーザーやリモート ユーザーが、同じデータ セットを使

用して共同作業をする場合に、一般的に利用されます。5,000 人以上から成る大規模なモバ゗ル営業部

門が北米地域に点在している保険会社を例に考えてみましょう。顧客データと価格データを営業部門全

体で同期することは、常に頭の痛い問題でした。第 1 の問題は、新規顧客の連絡先情報を営業部門から

入手して、内部の財務システムに組み入れることです。第 2 の問題は、営業部門が新しい価格表の情報

を入手することです。この保険会社には、次の条件を満たすソリューションが必要です。 

 各営業担当者のポータブル コンピューターを最新の価格情報を含んだ最新の状態に保つ。 

 重要な企業データを漏洩するリスクなしに、各営業担当者からの新規顧客情報で企業システムを

最新の状態に保つ。 

現在、製品データと顧客データは、データ センターで集中管理されている SQL Server データベースに

格納されています。また、営業部門の従業員は、ポータブル コンピューター上のゕプリケーションで 

SQL Server Express にデータを格納しています。IT 部門は、各営業担当者のポータブル コンピュータ

ーからフゔ゗ゕウォールを通過してオンプレミスのデータ センターへゕクセスすることは、安全性を確

保できない場合があるため望ましくないと考えています。開発チームは、次の 3 つの作業を完了するこ

とで、SQL Azure による安全で同期が完全なソリューションを提供できます。 

1. SQL Azure でデータベースを作成し、製品データと顧客データを格納します。 
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2. データ センターへの Sync Framework プロバ゗ダーを作成します。この Sync Framework プ

ロバ゗ダーによって、データ センターと SQL Azure データ ハブ間で製品データと顧客データ

の同期が維持されます。 

3. 営業部門のポータブル コンピューター用に、第 2 の Sync Framework プロバ゗ダーを作成し

ます。この Sync Framework プロバ゗ダーによって、現場の営業担当者と SQL Azure データ 

ハブ間で製品データと顧客データの同期が維持されます。 

図 2 に、このソリューションの概要を示します。 

 

図 2: データ ハブ シナリオの概念図 

製品価格のデータは、エンタープラ゗ズ データベースから SQL Azure を経由して、5,000 人以上の営

業担当者に送られます。顧客の連絡先データは、5,000 人以上の営業担当者から SQL Azure を経由し

て、エンタープラ゗ズ データベースに送られます。営業担当者のポータブル コンピューターがオフラ゗

ンの場合、ローカル データへの変更が記録されます。ポータブル コンピューターが゗ンターネットに再

度接続すると、Sync Framework プロバ゗ダーによって、これらの変更が列挙され SQL Azure へ送信

されます。企業のデータ センターの安全性は確保されます。 

ISV による S+S の提供 

ISV では、SQL Azure を使用して、ソフトウェゕプラス サービス (S+S) ソリューションを提供できま

す。ホステゖング ゗ンフラストラクチャ機能を自社で開発することによる、ソフトウェゕ開発の中核業

務に悪影響はありません。Windows Azure には、ソフトウェゕ サービスをホストするための理想的な

環境があり、ISV や顧客がオンプレミスのホステゖング ゗ンフラストラクチャを保守するオーバーヘッ

ドはありません。 

金融、政府機関、ヘルスケゕ、不動産、フランチャ゗ズ事業などの業種にコンプラ゗ゕンス サポートを

提供する S+S ベンダーについて考えてみましょう。このような組織では、将来に参照するため、または
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記録保持の法規制に準拠するために、財務記録、取引記録、書簡などの履歴データを保管する必要があ

ります。この S+S ベンダーでは、ゕーカ゗ブされたデータに対し文書管理システムを使用して、フル 

テキスト検索、およびワークフロー機能と確認処理を実現しています。また、S+S ベンダーは、監査処

理に必要なリソースへのゕクセスを記録し、レポートを作成することも必要です。データ ストレージの

コストを削減し、迅速かつ安全に記録へゕクセスできるように、このベンダーは、顧客のゕーカ゗ブ デ

ータをクラウドへ移行することを望んでいます。 

この目的を達成するため、この企業は SQL Azure のゕカウントを作成し、同社のスペース内に各顧客用

の Windows Azure ゕカウントを作成します。顧客のゕカウントが用意できたら、電子メール、スキャ

ンした小切手、証書など、あらゆる形態の文書をゕップロードできます。文書の一部は、BLOB (Binary 

Large OBject) として Windows Azure BLOB ストゕに格納され、それ以外の文書は構造化データとし

て、SQL Azure の標準化されたデータ フゖールドに格納されます。 

このシナリオでは、各顧客のデータが分離され、適正なユーザーだけが利用できるようにする必要があ

ります。S+S ベンダーは、SQL Azure を使用して、このような分離と不適切なゕクセスの防止を実装

できます。また、利用状況の監査が簡単になり、顧客へ料金を適正に請求できるようにもなります。 

Windows Azure 用ソリューションを作成する開発者には、Windows Azure が SQL Azure と緊密に統

合されていることがわかります。たとえば、デスクトップで使い慣れた SQL Server クラ゗ゕントのラ

゗ブラリを使用したり、1 つの Windows Azure ゕカウントで、クラウド間のユーザーを認証したりで

きます。また、Windows Azure コードと SQL Azure データに、同じ地理情報プロパテゖを使用するこ

ともできます。 

アーキテクチャの概要 

ここでは、SQL Azure でのデータベースの使用法、リレーショナル データの構造化、データの接続方法

について説明します。 

プロビジョニング モデル 

SQL Azure は、管理者や開発者に使い慣れた環境を提供しつつ、高度なスケーラビリテゖと低コストを

実現するように設計されています。以下に説明するのは、これを実現するための階層的なプロビジョニ

ング モデルです。 

Windows Azure Platform アカウント 

SQL Azure を使用するには、Windows Azure Platform のゕカウント作成から始める必要があります。

このゕカウントを使用すると、Windows Azure Platform 内のすべての機能にゕクセスできます。この

ゕカウントはすべての Windows Azure Platform サービスに対する使用料金の請求にも使用されます。 

SQL Azure サーバー 

各 Windows Azure ゕカウントには、複数の SQL Azure サーバーを含めることができます。これらの

サーバーは、SQL Server ゗ンスタンスとしては実装されず、複数の SQL Azure サーバーの集中管理ポ
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゗ントという論理概念として表示されます。オンプレミスの SQL Server ゗ンスタンスのように、各サ

ーバーにはログ゗ンが含まれます。この段階でサーバーの所在地の地理情報を指定することもできます。 

データベース サーバーの作成や管理を行うには、SQL Azure ポータルを使用します。このポータルには、

ログ゗ン作成やデータベースのプロビジョニングが可能な使いやすい゗ンターフェ゗スがあります。 

SQL Azure Database 

各 SQL Azure Database サーバーには、複数のデータベースを含めることができます。新しいデータベ

ース サーバーには、オンプレミスの SQL Server ゗ンスタンスと同様に、マスター データベースがあ

ります。各データベースでは、テーブル、ビュー、゗ンデックス、ストゕド プロシージャ、およびその

他のよく使用されるデータベース オブジェクトを作成できます。新しいデータベースを作成するには、

SQL Azure ポータルを使用します。または、Transact-SQL の CREATE DATABASE コマンドを使用し

ます。 

SQL Azure のデータベースは、SQL Azure データ センター内の複数の物理コンピューター間でレプリ

ケートされるデータ パーテゖションとして実装されています。このゕーキテクチャにより、自動フェー

ルオーバーと負荷分散が実現されます。顧客のデータは、データベースをホストする SQL Azure 

Database サーバーに指定された地理情報内にある、複数の物理サーバー間で分散して保管されます。

これにより、SQL Azure Database では、管理に多大な労力を割くことなく、小規模なものから大規模

なものまで、すべてのゕプリケーションで高い可用性と安定性を実現しています。 

リレーショナル データベース モデル 

SQL Azure の中心となる設計思想は、データベース プログラマーに使い慣れた環境を提供することです。

そのため、SQL Azure Database で作成できるオブジェクトは、SQL Server データベースで使用でき

るオブジェクトと同様です。その疑問とは、次のようなものです。 

 テーブル: 一貫性のある正規化された構造を持ち、行単位でデータを格納します。 

 インデックス: 検索の速度を高め、パフォーマンスを最大限に向上します。 

 ビュー: 1 つ以上のテーブルにあるデータから、各種の方法でデータを表示します。 

 ストアド プロシージャ: 実行を簡単にするための共通 Transact-SQL スクリプトを格納します。 

 トリガー: データ変更時にチェックを実行し、データの整合性を確保します。 

SQL Server と SQL Azure Database のどちらも、データベースの作成とデータの操作に Transact-

SQL 言語を使用します。したがってデータベース開発者や管理者は、これまでの知識を活用して SQL 

Azure ですぐに作業を行うことができます。 

Transact-SQL の詳細については、http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms189826.aspx を参

照してください。 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms189826.aspx
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データ アクセス アーキテクチャ 

SQL Azure Database では、クラウドにホストされているデータベースへの TDS (表形式データ ストリ

ーム) エンドポ゗ントが公開されます。TDS は、オンプレミスの SQL Server で使用されているのと同

じネットワーク プロトコルであるため、デスクトップ クラ゗ゕントは、オンプレミスの SQL Server 

゗ンスタンスに接続するのと同じ方法で SQL Azure Database に接続できます。このようなゕプリケー

ションは、ADO.NET、ODBC、またはその他の任意のテクノロジで構築されたコードを実行します。ク

エリは、Transact-SQL 言語で作成されます。クラ゗ゕント ゕプリケーションが保護された状態で SQL 

Azure Database の TDS エンドポ゗ントに接続する場合は、SSL (Secure Sockets Layer) が必要です。 

デスクトップ クラ゗ゕント ゕプリケーションと SQL Azure Database を組み合わせるシナリオでは、

クラウドで生じる可能性のある遅延を考慮に入れ、クラ゗ゕント コードで対処する必要があります。デ

ータベースがオンプレミスにある場合に比べて、遅延は必然的に長くなります。この遅延を回避する方

法の 1 つは、データベース ゕプリケーション用に Web ベースのユーザー ゗ンターフェ゗スを作成し、

それを Windows Azure にホストすることです。この場合、クラ゗ゕント コードとデータが、同じデー

タ センターにホストされ、遅延は短くなります。ユーザーは、Web ブラウザーを使って、このような

ゕプリケーションに接続します。また、このゕーキテクチャは、Windows Azure にホストされている

データ駆動型の Web サ゗トにも使用できます。 

SQL Azure がサポートする第 3 のゕーキテクチャとして、ADO.NET や Entity Framework を使用し

てゕプリケーション ロジックを作成し、Windows Azure にホストすることもできます。その後、

ADO.NET Data Services を使用して、SOAP、REST、または JSON ゗ンターフェ゗スを使用するサー

ビスとしてゕプリケーションを発行し、軽量なクラ゗ゕント ゕプリケーションを構築して、サービスか

らデータを利用することができます。 

この方法で、ゕプリケーションと SQL Azure 間の遅延が回避されますが、データに対する゗ンターネッ

ト ベースのサービス ゗ンターフェ゗スを用意し、その後、機能豊富な゗ンターネット ゕプリケーショ

ンやデスクトップ ソリューションで使用することもできます。 

セキュリティ モデル 

多くのデータベースには機密データが含まれているため、ゕクセスの慎重な制御が欠かせません。さま

ざまな顧客ユーザーが利用するマルチテナント ゕプリケーションで特に重要なのは、それぞれの顧客が

分離されている必要があるということです。SQL Azure は、SQL Server 認証を使用する SQL Server 

と同様のセキュリテゖ プリンシパル セットが用意されています。ゕクセスを認証し、データの安全を確

保するために、次の機能を使用できます。 

 SQL Server ログイン: サーバー レベルで SQL Azure へのゕクセスを認証するために使用。 

 データベース ユーザー: データベース レベルで SQL Azure へのゕクセスを許可するために使用。 

 データベース ロール: ユーザーをグループ化し、データベース レベルで SQL Azure へのゕクセスを許可

するために使用。 
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データベースの拡張 

SQL Azure には、キロバ゗ト単位からテラバ゗ト単位まで、どのような量のデータも格納できます。た

だし、個々のデータベースのサ゗ズは、10 GB に制限されています。10 GB 以上のデータを格納するソ

リューションを作成するには、大規模なデータ セットを複数のデータベースにパーテゖション分割し、

並列クエリを使用してデータにゕクセスします。 

データ分割は、パフォーマンス、スケーラビリテゖ、コスト効率を向上させるために、多くのゕプリケ

ーションで使用されています。一般的なパーテゖション境界を備えるデータ モデルを使用する一部のゕ

プリケーションは、パーテゖション分割に最適化されています。たとえば、日時を述語とする営業デー

タを格納および処理するゕプリケーションなどがあります。このようなゕプリケーションは、データ セ

ット全体を処理するのではなく、データのサブセットを処理することで利点が得られます。また、デー

タ分割はデータの並列処理も実現します。ゕプリケーションは、複数のコンピューテゖング リソース上

に複数のデータ パーテゖションを配置して、データを同時に処理することができます。 

データを分割するメリットについては多くが語られていますが、数十から数百に上るサーバーで分散デ

ータベースを管理するコストについて語られることはほとんどありません。SQL Azure には、数十から

数百に上るデータベースが必要だが管理コストはかけられない、というゕプリケーションに対する゗ン

フラストラクチャが用意されています。ゕプリケーションは大規模なデータ セットを多くのデータベー

スにパーテゖション分割できますが、膨れあがるコスト構造や先行投資の問題が生じることはありませ

ん。300 のデータベースのプロビジョニングと利用が、3 つのデータベースのプロビジョニングを行う

のと同じくらい簡単です。数百のサーバーの同期を維持し、高可用性のデータベースを提供するための

管理負荷は、SQL Azure に任せることができます。 

また、SQL Azure には、ニーズの変化に応じてゕプリケーションで使用するデータベースの数を増減で

きる柔軟性もあります。コスト的なペナルテゖなしに規模を縮小できることから、必要のなくなったリ

ソースの料金を顧客が支払い続けることがなくなります。 

データ セットは小規模であっても、高い処理能力 (CPU および IO) が必要なゕプリケーションの場合も、

並列リソースへのゕクセスが可能になることから、パーテゖションを分割するメリットはあります。 

データベースのスケール ゕウト戦略を採用するかどうかは、慎重に決定する必要があります。上記で説

明したメリットが労力に見合う場合もありますが、この戦略はゕプリケーション コードの複雑さに影響

を与えるため、どのゕプリケーションにも適しているわけではありません。 

展開 

SQL Azure Database で Transact-SQL を使用して、データベースの作成と設定をすべて行うことがで

きます。ただしほとんどの場合、開発者や管理者は、オンプレミスの開発用コンピューターやサーバー

でデータベースの設計と設定を行います。ゕプリケーションが完成したら、データベースをクラウドに

展開する必要があります。 
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データベースを SQL Azure に展開するには、Microsoft SQL Server® Management Studio でスクリ

プトの生成ウゖザードを使用して、Transact-SQL CREATE DATABASE スクリプトを作成します。そ

の後、SQL Azure で Transact-SQL スクリプトを実行するとデータベースが作成されます。 

SQL Azure の地理情報は、SQL Azure Server のレベルで設定されます。そのため、特定の地域にデー

タベースを展開するには、該当する地理情報の場所で新しい SQL Azure Server を作成して、展開スク

リプトを実行する必要があります。 

まとめと次のステップ 

ここでは、SQL Azure Database、およびその主な機能とメリットについて説明しました。SQL Azure 

Database は、クラウドベースのデータベース サービスで、開発の俊敏性、ゕプリケーションの柔軟性、

事実上無制限のスケーラビリテゖを、柔軟でコスト効果の高いモデルで提供しています。基盤となる堅

牢なゕーキテクチャにより、信頼性、高可用性、セキュリテゖを実現しています。さらに、普及してい

る゗ンターネット通信プロトコルをサポートすることにより、展開と利用のしやすさが確保されていま

す。ここでは、データ ハブ ソリューション、ゕーカ゗ブ システム、コンプラ゗ゕンス システムなど、

SQL Azure が実際のビジネスでどのような価値を顧客に提供できるか、いくつかのシナリオを検討しま

した。また、SQL Azure の中心的な機能を陰で支えるゕーキテクチャ モデルやプログラミング モデル

についても紹介しています。 

 

詳細については、以下のサ゗トを参照してください。 

 SQL Azure ポータル 

http://www.microsoft.com/japan/windowsazure/sqlazure/  

 SQL Azure デベロッパー センター (英語) 

http://msdn.microsoft.com/en-us/sqlserver/dataservices/default.aspx 

 SQL Azure ドキュメント (英語) 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc512417.aspx 

 SQL Azure チーム ブログ (英語) 

http://blogs.msdn.com/SDS 

 Windows Azure Platform トレーニング キット (英語) 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=413E88F8-5966-4A83-B309-

53B7B77EDF78&displaylang=en (英語) 
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